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　県内にあるご当地グルメ・郷土料理が集い、その
味や個性を競う「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」
が 11 月 11 日に産業文化会館前で行われました。
　目当ての料理を食べようと多くの人が各ブース前
に列をなし、会場は秋寒を吹き飛ばすほどの熱気で
いっぱい。試食をして、もらった足袋の金具「こは
ぜ」を投票したあとで、さらにもう一品食べたくなっ
たという人は数知れず。出店ブースから漂うおいし
そうないい香りが会場全体に広がりました。
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　11月３日、教育文化センター「みらい」文化ホールで、「市制施行58周年・文化の日記念式典」
が開催され、市民功労１人・１団体をはじめ、66人21団体が表彰されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんをご紹介します
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市　民　功　労

功労の事績
　行田蓮まつり実行委員会は、本市の天然記念物である行田蓮
を生かした地域の活性化を願い、太田地区の住民を中心として
平成 10 年 6 月に設立され、同年 7 月 19 日に実行委員会主催
による「第 1 回行田蓮まつり」を古代蓮の里において開催しま
した。以来、10 年間の永きにわたり、蓮まつりの実施を通じ
て地域のコミュニティづくりや、ふるさと創生のために地域住
民と連携を図り、地元に伝わる伝統芸能や文化を継承し、公民
館活動を積極的に推進するとともに、本市の産業振興発展のた
めに継続的に活動を行っており、実行委員会の功績は多大なも
のがあります。
　行田蓮をシンボルとした古代蓮の里を舞台として行われるこ
の祭りには、毎年、行田市民のみならず、近隣市町村をはじめ、
県内外からも多くの観光客が訪れ、その規模も年々盛大となり、
本市を代表する祭りのひとつとなっています。近年では、この
祭りに訪れた観光客が、古代蓮の里売店での物産品などの購入
や市内の観光スポットを見物し、商店街における食事や物産品
などの購入などにより、地元の活性化はもとより、本市の産業
経済の発展にも大きな役割を果たしています。さらに、祭りの
日には、本市の友好都市である白河市による観光 PR や物産品
の即売会を行い、祭りの関係者をはじめ来場者からは大変好評
を得ており、両市の友好親善にも寄与しています。
　こうした活動が功を奏して、行田の古代蓮の名が広く浸透し、
埼玉県が平成 17 年度から県内に観光客を呼ぶイメージ戦略と
して実施している「埼玉の花キャンペーン」において、県内の
花の名所 12 地点の月別の花に『古代蓮』が 3 年連続で選ばれ
ています。
　このように実行委員会の活躍は、地域のコミュニティ活動を
通じて、地域の中に郷土愛を育み、連帯感を醸成し、伝統芸能
の継承や後継者の育成、また、友好都市との親善の輪を広げ、
本市の産業の発展に寄与した功績は誠に多大です。実行委員長
以下地域住民が一丸となって、「行田蓮まつり」を盛大に集大成
させた功績は他の模範となっています。

功労の事績
　氏は、昭和 58 年 4 月に行田市議会議員に初
当選し、以来 5 期 20 年間にわたり、市議会議
員として、地方自治の振興発展に努めるとともに、
市民の声を市政に反映させることに全力を傾注し
ました。
　市議会議員在職中は、市議会議長、市議会副議
長、さらに監査委員、建設常任委員会委員長、文
教経済常任委員会委員長、決算審査特別委員会委
員長、議会運営委員会委員長、農業委員会委員な
どの要職を歴任し、卓越した見識と円熟した人格
をもって、適切かつ円滑な議会運営に尽力すると
ともに、常に活発な議会活動に努め、市民福祉の
向上に寄与しました。
　議会活動外においても、この間、氏は、都市計
画審議会委員、125 号バイパス建設促進期成同
盟会委員などを歴任し、市民生活に密着した都市
基盤の整備および産業の振興に大きく貢献しまし
た。また、行田・吹上清掃事業組合議会議員、公
害問題協議会委員として、可燃物焼却施設の適正
な管理運営に当たるとともに、公害対策の推進、
ごみの減量化・ごみ処理の広域化の推進を通じて、
環境行政の充実に努め、忍領利根川水防事務組合
水防協議会委員、荒川左岸北部流域下水道事業推
進協議会委員として、治水対策の充実、発展にも
貢献しました。
　さらに、氏は、同和対策審議会委員、差別を許
さない市民運動推進協議会委員として、人権尊重
社会を目指し、差別のない明るい社会づくりの推
進に努める一方で、交通安全対策協議会委員、商
工振興協会理事、大学誘致推進委員会委員などの
要職を歴任するなど、地方自治の発展に貢献した
功績は誠に多大です。

自治功労表彰

柿沼　重兵衛 氏

産業功労表彰

斉藤　孝次 委員長

行田蓮まつり実行委員会
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12月10日～16日は
｢拉致問題を考える週間」です

　「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題
への対処に関する法律」が制定され、｢拉致問題を
考える週間」が定められました。
　拉致問題の実態は、いまだ解明されていません。
問題解決のためには、国民世論の盛り上がりが大変
重要です。市民の皆さんには、啓発週間を機に拉致
問題に対する関心を一層高めていただくようお願い
します。
▶問い合わせ　人権推進課（内線 221）または県
福祉部社会福祉課 ☎ 048―824―3270

　新年の市報ぎょうだ１月号は、平成 20 年元日の
新聞（朝刊）折り込みにより配布します。
　なお、新聞を購読されていない方はお手数ですが、
元日からは市役所に、４日からは南河原支所および
各地域公民館に用意してありますので、お受け取り
ください。
　ご理解とご協力をお願いします。
▶問い合わせ　広報広聴課（内線 318）

市報ぎょうだ１月号は
新聞折り込みで配布します

　農業委員会委員の
　　　 選挙人名簿登載申請をお忘れなく

　毎年１月１日が選挙人名簿の基準日となります。市内の農家の皆さんへは 12 月中旬、「農業委
員会委員選挙人名簿登載申請書」を郵送します。来年７月の農業委員の改選選挙では、この申請に
基づき選挙人名簿を作成します。そのため、登載申請書の提出がない場合は、農業委員会委員選出
選挙の選挙権を取得することができませんので、期日までに提出をお願いします。
　登載申請書が届かない場合など不明な点がある場合は問い合わせください。

【選挙人名簿に登載されるまで】

▶問い合わせ　選挙管理委員会事務局（内線 219）または農業委員会事務局（内線 391）

【要　件】（すべてに該当する必要があります） 
　①本市に住所を有する方 
　②昭和63年4月1日までに生まれた方 
　③耕作面積が10アール以上の耕作を営む方、同居の親族、もしくはその配偶者の方 
　④耕作従事日数が年間おおむね60日以上の方

※農業委員会だより「あぜみち」では農家組合を経由して送付する旨掲載しましたが、個人情報
　保護の観点から直接郵送します
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製造事業所の皆さんへ
統計調査にご協力ください

　平成 19 年工業統計調査を 12 月 31 日を調
査期日として行います。調査の実施に当たって
は、12 月から来年１月にかけて調査員がお伺
いします。
　調査票に記入していただいた内容について
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、
正確な記入をお願いします。
　なお、今回の調査から調査項目の一部が改正
されましたので、調査票への記入の際はご注意
ください。
▶問い合わせ　
　企画政策課統計担当
　（内線 310）

「行田市障害者計画」進行管理委員会の
委員を募集します

　市では、平成 19 年３月に策定した「行田市障害者計画」
の進行管理を行う機関を設置します。
　そこで、計画の進行状況を管理確認していただくため、市
民の皆さんから委員会の委員を募集します。ただし、応募日
現在、本市附属機関の委員をされている方、市職員、市議会
議員、福祉に関する委員会などの委員経験者は除きます。
▶募集人員　２人（市内に住所を有する方）
▶任　　期　平成 19 年度～平成 20 年度
▶応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入した書類（様
　式自由）を直接、または郵送により提出してください。
▶締め切り　12 月 21 日（金）必着
▶選考方法　12 月 26 日（水）午前 10 時から市役所３０７
　会議室で公開抽選を行います。
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線 265・266）

秋の叙勲・褒章秋の叙勲・褒章
　このほど、秋の叙勲・褒章の受章が発表され、行田市からは小林政一氏が黄綬褒章に、佐藤茂美
氏が瑞宝小綬章に、加藤正二氏、永沼達造氏、吉本進氏が瑞宝単光章に輝きました。
　また、危険業務従事者として阿部久賢氏が瑞宝双光章を、小倉實氏、吉羽誠一氏が瑞宝単光章を
受章しました。

黄綬褒章
小林　政一 氏
（71 歳・持田）

瑞宝単光章
吉本　　進 氏
（63 歳・忍）

瑞宝小綬章
佐藤　茂美 氏
（71 歳・谷郷）

瑞宝双光章
阿部　久賢 氏
（75 歳・持田）

瑞宝単光章
永沼　達造 氏
（69 歳・長野）

瑞宝単光章
吉羽　誠一 氏
（66 歳・長野）

瑞宝単光章
加藤　正二 氏
（65 歳・持田）

瑞宝単光章
小倉　　實 氏

（67 歳・若小玉）
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　税制改正により、農業・営業・不動産所得などを申告する際に、平成１９年４月１日以後に取得した
減価償却資産については、償却可能限度額（取得価額の９５％）と残存価額（耐用年数経過時に見込ま
れる処分価額）が廃止され、耐用年数経過時点に１円（備忘価額）まで償却できるようになりました。
　また、平成１９年３月３１日以前に取得した減価償却資産についても、償却可能限度額に達した後の
計算方法が変更となりました。

《定額法の場合》
１．平成１９年４月１日以後に取得した資産

 ＜計算式＞　減価償却費の額　＝　取得価額×償却率×使用月数／１２カ月×事業専有割合

※「償却率」は、減価償却資産の耐用年数によって異なります

【計算例１】　
取得価額：1,000,000 円　　取得年月日：平成 19 年 4 月 1 日　　耐用年数：10 年　　償却率：0.1　　
事業専有割合：100％　　
減価償却費：
・H19年　　　1,000,000×0.1×9／12×100％＝75,000
・H20～28年  1,000,000×0.1×12／12×100％＝100,000
・H29年　　　{1,000,000－(75,000＋100,000×9)×12／12
　　　　　　　 ×100％}－1＝24,999
　※１円（備忘価額）までの償却になります　

年分 H19 年 H20 年 … H28 年 H29 年

減価償却費
の額 75,000 100,000 … 100,000 24,999

（期末）
末償却残高 925,000 825,000 … 25,000 1

２．平成１９年３月３１日以前に取得した資産

 ＜計算式＞　減価償却費の額　＝（取得価額－残存価額）×償却率×使用月数／１２カ月×事業専有割合

※「償却率」は、減価償却資産の耐用年数によって異なります
※残存価額＝取得価額×残存割合（１０％）　　注意：生物の場合は残存割合が異なります　

（単位：円）

【計算例 2 ー 1】　
取得価額：1,000,000 円　　取得年月日：平成 19 年 3 月 31 日　　耐用年数：10 年　　償却率：0.1　　
事業専有割合：100％　　残存割合：10％　
減価償却費〔取得価額の 95％（950,000 円）までの償却〕：
・H19年　　　{1,000,000－(1,000,000×0.1)}×0.1×10／12
　　　　　　　  ×100％＝75,000
・H20～28年 {1,000,000－(1,000,000×0.1)}×0.1×12／12
　　　　　　　  ×100％＝90,000
・H29年　　　{1,000,000×95％－(75,000＋90,000×9)
　　　　　　　　×12／12×100％}＝65,000

（単位：円）

※償却可能限度額に達した翌年以後５年間で、１円（備忘価額）まで均等償却することになります。

 ＜計算式＞　減価償却費の額　＝　（取得価額－取得価額の 95％）÷５　※５年目には、備忘価額１円を残します

【計算例 2 ー 2 減価償却可能限度額に達した後の減価償却費】　
減価償却費：
・H30～33年 {1,000,000－(1,000,000×0.95)}÷５
　　　　　　　　＝10,000
・H34年　　　[{1,000,000－(1,000,000×0.95)}
　　　　　　　÷５]－１＝9,999

年分 H30 年
（1 年目）

H31 年
（2 年目）

H32 年
（3 年目）

H33 年
（4 年目）

H34 年
（5 年目）

減価償却費
の額 10,000 10,000 10,000 10,000 9,999

（期末）
末償却残高 40,000 30,000 20,000 10,000 1

（単位：円）

年分 H19 年 H20 年 … H28 年 H29 年

減価償却費
の額 75,000 90,000 … 90,000 65,000

（期末）
末償却残高 925,000 835,000 … 115,000 50,000

注  意：平成 18 年分以前の申告において、すでに減価償却可能限度額に達している資産については、平成 20 年分以後、１円
　　  　（備忘価額）までこの計算方法により減価償却費の額を計算することになります。

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線 231・232）
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家屋を取り壊したら届出を
家屋を取り壊した場合には、「家屋取り壊し届」を税務課へ提出してください。
※登記建物を取り壊した場合

※未登記建物を取り壊した場合

　これらの手続きが行われない場合には、引き続き課税されてしまうことが
ありますのでご注意ください。なお、「家屋取り壊し届」の用紙は税務課にあ
りますのでご連絡ください。
▶問い合わせ　税務課資産税担当（内線233・234）
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中里地内の廃タイヤを撤去します

　現在、中里地内に廃タイヤ約 10 万本が放置され、
野積みとなっています。これを、産業廃棄物対策を目
的に積み立てている「けやき積立金」の共同撤去事業

（埼玉県・行田市・（社）埼玉県産業廃棄物協会）により
平成 20 年１月中旬から２月下旬にかけて撤去する予
定です。
　今回の撤去事業では、けやき積立金と併せ、（社）
日本自動車タイヤ協会の原状回復支援事業支援費を活
用しますが、これは廃タイヤの撤去に要する自治体の
事務経費を支援する制度で、県内では初めての適用事
業となります。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎ 556―9530

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

～ごみは決められた日に決められた場所へ～

　ごみの集積所は、各地区の衛生協力会が中心となり、
維持管理・清掃などが行われています。しかし、ごみ
集積所を正しくきれいに使うには、皆さん一人ひとり
のマナーが必要です。ごみは必ず自分の地区の決めら
れた日の決められた場所に出し、他の集積所へは出さ
ないでください。
　なお、集積場所がわからない場合は、環境課まで問
い合わせください。

　10月 18日 ( 木 ) 午後 10時ごろ、粗大ごみ
集積所で、火災が発生しました。ルールを守り、
ごみは収集日の朝に出すようお願いします。

▶問い合わせ　
　環境課環境業務担当 
　☎ 556―9530

撤去することになった廃タイヤ

年末納税窓口を開設します

　税務課収納担当では、年末納税窓口を開設します。同
時に納税相談も行いますので、ぜひご利用ください。
▶日　　時 【夜間納税窓口】
　　　　　　１２月２５日（火）～２８日（金）
　　　　　　午後５時１５分～７時
　　　 　　【休日納税窓口】
　　　　　　１２月２９日（土）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
▶場　　所　税務課収納担当１２番窓口
▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

下水道事業受益者負担金の納付をお忘れなく

第３期納期限　12月25日(火)
※期限内納付にご協力をお願いします

　期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利用くだ
さい。また、お支払いに便利な口座振替をご利用くだ
さい。
　夜間納付受付も実施しています。（12月の毎週火
曜日　午後５時30分～７時）
▶問い合わせ　下水道課業務担当 ☎564―0303 
 （前谷１―１・水道庁舎内）

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

ごみ出しルールを守って
きれいな町を

～ごみは決められた日に決められた場所へ～

固定資産税を
課税する基準日は
１月１日です

　固定資産税・都市計画税は、毎年
１月１日現在の登記簿上の名義人に
課税されます。
　このため、年内に売買などを行っ
ても、所有権移転などの登記が済ん
でいない場合には、前の所有者に課
税されてしまいますので、お早めに
登記を済ませてください。

①滅失登記をする

②滅失登記をしない

法務局から
市役所に通知

市役所に取り
壊し届を提出

課税台帳
から削除現地確認

課税台帳
から削除現地確認市役所に取り壊し届を提出



　県内で初めての催しとなった埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦が 11月 11 日に産業文化会館前で
開催され、県内13自治体から14品目が出場しました。
　開始直後から長蛇の列ができるほどのにぎわいをみせ、各ブースでは１,000食分を用意したもの
の売り切れが続出。会場に詰め掛けた約１万人の来場者らは、各料理を食べ比べながら郷土伝承の
味に舌鼓を打っていました。　
　行田名産の足袋の金具「こはぜ」を使用した投票の結果、栄えある初代ご当地グルメ王の座に輝
いたのは深谷市の「煮ぼうとう」。ゼリーフライが２位、フライも３位と開催地の意地をみせて大
健闘するなど、各ご当地料理の激戦が繰り広げられました。

グルメ王　 煮ぼうとう
　　　　　　　　（深谷市）

２    位　 ゼリーフライ
　　　　　　　　（行田市）

３    位　 フ ラ イ
　　　　　　　　（行田市）

４    位　 雪 く ま
　　　　　　　　（熊谷市）

５    位　 手打ちうどん
　　　　　　　　（加須市）

【投票結果】
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　行田市は、利根川と荒川に挟まれ地下水に恵まれた自然豊かなまち
です。そこで市では、おいしい行田の水をより多くの方に味わってい
ただこうと、地下 220 ～ 230m で採取した深井戸水をペットボト
ルにつめて販売を開始しました。ラベルには、行田市の文化や自然の
PR を兼ね、古代蓮（2000 年の時とロマン）、埼玉古墳群（めざせ
世界遺産）、忍城址（関東七名城「忍の浮き城」）の写真をあしらいま
した。弱アルカリ性で口当たりのよい「古代蓮の雫」をぜひご堪能く
ださい。
▶販売場所　水道庁舎（前谷１－１）
▶価　　格　1 本 100 円
▶内 容 量　500ml
▶問い合わせ　水道課 ☎ 553―0131 ※仕様変更は予告なく行います

全国体育指導委員優良団体表彰を受賞

全国優良団体表彰を受賞した行田市体育指導委員協議会の皆さん

　行田市体育指導委員協議会が、全国優良団体表彰を受
賞しました。
　これは、地域スポーツの普及発展のために日夜尽力し
ている、全国の体育指導委員の中でも特に功績顕著な団
体に対して、全国体育指導委員連合から贈られるもので、
行田市体育指導委員協議会の日ごろの活躍が認められた
ものです。
　当協議会は、市内 15 地区から推薦された委員 35 人で
構成され、生涯スポーツ振興のために、さまざまな活動を
行っています。中でも市内の史跡・名所を巡る「ふれあい
ウォーキング」は、当協議会の主催事業で、歴史のまち行
田ならではの特色ある事業です。この「ふれあいウォーキ
ング」は、昨年作成した「忍城ゆかりの地コース」「みら
いの世界遺産コース」「古代蓮コース」の３つのウォーキ
ングコースを歩くことで、市民が手軽にウォーキングの楽
しさに触れることができるように企画されました。すでに
４回開催されており、第５回は「忍城ゆかりの地コース」
を舞台に来年２月 24 日 ( 日 ) に開催される予定です。
　今回の全国優良団体表彰を糧に、今後も市民と行政を
つなぐコーディネーターとして、さらなる飛躍が期待さ
れます。

　　   コンロ火災が多発しています

　空気が乾燥し、火災の起こりやすい時期となっていま
す。また、最近ではコンロ使用中にその場を離れたこと
が原因となるコンロ火災が増えています。その場を離れ
るときは、火を消す習慣をつけてください。

　『火は見てる　あなたが離れる　その時を』

▶問い合わせ　消防本部予防課 ☎556―3005

平成 20 年 消防出初式

　新春を飾る行事である行田市消防出初式が１月６日
（日）午後０時30分から、産業文化会館前と市役所玄関
前で行われます。この催しは、市民の防災に対する意識
啓発と消防団員の士気高揚のため実施するものです。
　当日は、サイレンの音を合図に消防車が参集し、産業
文化会館前で開会式を行った後、消防団員などによる各
種訓練を実施します。その後、水城公園で消防車両によ
る一斉放水訓練ならびに防災ヘリコプターによる空中散
水訓練を予定しています。
　当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行しますの
で、火災と間違わないよう注意してください。また、水
城公園付近にお住まいの方は、午後２時30分から３時
20分ごろにかけて、消
防車やヘリコプターによ
る一斉放水訓練を行いま
すので、洗濯物などに水
がかからないようご注意
願います。
▶問い合わせ　
　消防本部総務課
　☎556―3005

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯　　午後0時20分～2時50分
　　　　　　　　　午後2時15分～3時15分
通行止め時間帯　　午後0時20分～2時50分
　　　　　　　　　午後2時15分～3時15分
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「子育て総合支援窓口」
専用ダイヤルを開設しました

子育てに関することは
「子育て総合支援窓口」専用ダイヤル 
☎ 556―2

ふ れ あ い

011へ
　子育て支援サービスに関するさまざまな
情報を提供します。お気軽にご利用ください。

　児童センター（コミュニティセンターみずしろ
３階）と行田市子育て支援センター（児童センター
内）が生まれ変わりました。海の青、太陽の黄色、
元気な赤、優しいピンクなど、個性的な部屋とな
りましたので、ぜひご利用ください。　

ポップカラーでリニューアル
児童センターと子育て支援センター

つどいの広場「さくら」と「さきたま」を開設しました

　12 月 1 日、子育て家庭の親子が気軽につどい、交流を図る場として、つどいの広場「さくら」とつどいの広場「さきた
ま」を新たに開設しました。事前の申し込みは必要ありませんので、お気軽にご利用ください。
▶開設している「つどいの広場」

名　　称 場　　所 開設日時 電話番号

つどいの広場「さくら」  さくら学童保育室（桜ヶ丘小学校敷地内） 火・木・土曜日　午前9時〜正午 552ー0556

つどいの広場「さきたま」 埼玉学童保育室（埼玉小学校敷地内） 火・木・土曜日　午前11時〜午後2時 559ー2500

つどいの広場「ひがし」 東学童保育室（東小学校敷地内）
月・水・金曜日

午前9時〜午後2時

556ー5231

つどいの広場「みなみ」 南学童保育室（南小学校敷地内） 552ー0577

つどいの広場「みなみかわら」 旧南河原学童保育室（老人福祉センター南河原荘隣） 557ー0977

▶問い合わせ　子育て支援課（内線 262）または子育て総合支援窓口 ☎ 556 － 2011

～行田市次世代育成支援行動計画～  事業の進ちょく状況を公表します～行田市次世代育成支援行動計画～  事業の進ちょく状況を公表します
　市では、健やかに子どもを生み育てることができるよう、地域での子育て支援、親子の健康確保、仕事と家庭の両立
などの環境づくりへの取り組みを集中的 ･ 計画的に進めるために「行田市次世代育成支援行動計画」（平成 17 年度〜
21 年度）を策定しています。
　このうち目標事業量を定めた事業について、10 月 1 日現在の進ちょく状況を次のとおり公表します。なお「行田市
次世代育成支援行動計画」は、市ホームぺージ ( 市政情報 ) でもご覧になれます。

施設名 目標事業量 現在の数 達成率（％）

1 　通常保育事業  1,305 人 定員 1,120人 　86

2 　延長保育事業 244 人 定員 160人 　66

3 　子育て短期支援事業　　　　　　　　
　(トワイライト事業） 4 人：1 カ所 4人：1カ所 100

4 　休日保育事業 20 人：2 カ所 10人：1カ所 　50

5 　放課後児童健全育成事業 520 人：12 カ所 480人：11カ所 　92

6 　乳幼児健康支援一時預かり事業　
　(病後児保育）（施設型）

9 人：2 カ所
※（2,210 人／年） 4人：1カ所 　44

7 　子育て短期支援事業　　　　　
　(ショートステイ事業）

4 人：1 カ所
※（1,460 泊／年） 4人：1カ所 100

8 　一時保育事業 19 人：2 カ所
※（5,550 人／年） 16人：2カ所 　84

9 　特定保育事業 10 人：1 カ所
※（3,000 人／年） 実施なし 　　0

10 　ファミリー・サポート・センター事業 300 人：1 カ所 会員数190人：1カ所 　63

11 　地域子育て支援センター事業 5 カ所 3カ所 　60

12 　つどいの広場事業 3 カ所 3カ所 100

※年間利用可能数
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交通遺児等援護金を給付します

　埼玉県交通安全対策協議会では、県内在住の交通遺児等を対象に、
援護金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、18 歳以下の人で保護者（一方または双方）

が、交通事故により死亡または重い障害（おおむね身体障害者手
帳の基準で 1 ～ 3 級相当）が生じた方をいいます。

▶対　　象　県内に在住する乳幼児ならびに小・中・高等学校およ
び各種学校などに在学する平成元年 4 月 2 日以降に生
まれた交通遺児等で、次の表に掲げる世帯に属する方。

▶給 付 額　遺児 1 人につき年額 5 万円
▶給付時期　平成 20 年 4 月下旬
▶申請書類　市役所、学校などにある「交通遺児援護基金のしおり」

を参照してください。
▶提出期限　平成 20 年 1 月 31 日（木）
▶提 出 先　みずほ信託銀行浦和支店（さいたま市浦和区高砂 2―

6―18 ☎ 048―822―0191）に郵送または持参
してください。

▶問い合わせ　県総務部交通安全課 ☎048－830－2958

統
計
調
査
員
の
三
浦
信
子
さ
ん
が
埼
玉
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　11 月 14 日、平成 19 年度「県民の日」
記念式典が行われ、統計調査員の三浦信
子さん（下中条）が、埼玉県表彰規程に
よる功労者として上田知事から表彰され
ました。
　この表彰は県民の模範となるべき功績
のあった個人や団体をたたえるもので、
三浦さんはこれまでに国勢調査５回、工
業統計調査 32 回など 32 年間で 73 回
の各種統計調査に従事し、統計の推進に
貢献したことが高く評価されました。
　個人情報保護法の誤った解釈などによ
り、統計調査の仕事は決して容易なもの
ではありませんが、後進の指導も含め今
後も統計業務の円滑な実施にご尽力くだ
さいます。
▶問い合わせ　企画政策課統計担当
　（内線 310）

交通遺児等の人数 同居世帯の総所得額

1人 2,740,000円以下

2人 3,120,000円以下

3人 3,500,000円以下

4人 3,880,000円以下

5人以上 4,260,000円以下

12月1日～14日

　年末は飲酒の機会が多く、また交通量の増加や慌た
だしさから交通事故の多発が懸念されます。
　改めて、市民一人ひとりが正しい交通ルールを遵守
するとともに、交通マナーの向上を心がけ、悲惨な交
通事故をなくしましょう。

○飲酒運転の根絶
　　  ●  飲酒運転は犯罪です。飲酒を伴う会合などには、車
　　を運転していかないようにしましょう。
　　  ●  家庭、職場、地域では、車を運転する人には酒類を
　　絶対に出さないなど、「しない、させない、許さない」
　　を合い言葉に、飲酒運転の根絶に取り組みましょう。
　　  ●  お酒を飲んで、自転車を運転することも違反になり
　　ます。絶対にやめましょう。

○早めのライト点灯と安全車間距離の保持
　　  ●  ドライバーの皆さんは、夕暮れ時と夜間における歩
　　行者や自転車の発見遅れを防ぐため、早めにライト
　　を点灯し、周囲に気を配り、スピードを抑えて運転
　　しましょう。
　　  ●  交通事故の約 3 割は追突事故です。走行速度や停
　　止距離を意識し、安全な車間距離を保持しましょう。
　　  ●  地域では、早めのライト点灯や車間距離保持の重要

　　性を呼びかけましょう。

○歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　  ●  歩行者や自転車利用の皆さんは、夕暮れ時と夜間は
　　自分が見落とされることを十分に意識して、明るい
　　色の服装や反射材の着用を心がけましょう。また、
　　自転車は必ずライトを点灯しましょう。
　　  ●  歩行中、車の直前直後の横断や斜め横断は違反です。
　　道路を横断する時は十分に安全を確認し、横断歩道
　　のあるところでは、横断歩道を渡りましょう。
　　  ●  自転車乗用中の交通事故のうち、約 9 割は自転車
　　側にも違反があります。交通ルールの遵守とマナー
　　の向上に努めましょう。また、通行可能な歩道では
　　歩行者を優先しましょう。

平成19年交通事故発生状況（11 月 18 日現在）

　（　　）内は平成 18 年同時期対比

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線 284）

県　　内 市　　内

人 身 事 故 件 数 39,085件（ー2,954） 　　561件（ー 41）

死　　者　　数 　  204人（ー　  30） 　　    3人（ー 33）

負　傷　者　数 47,932人（－3,924） 　　700人（ー 103）

物 損 事 故 件 数 106,279件（－2,422）    1,423件（＋ 19）

重 要 目 標
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市役所・南河原支所 商工観光課関係の施設

生活課関係の施設

その他の施設

斎場

総合福祉会館「やすらぎの里」

社会福祉協議会

総合福祉会館貸館

機能回復訓練（訓練室）

機能回復訓練（プール）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

　

１２月２５日（火）～2月中旬まで
床面工事のため休業

１２月２９日（土）～１月３日（木）
※１２月３0日（日）の日曜開庁は休業となりますので
　ご注意ください。

　問い合わせ　企画政策課企画担当（内線３０９）
　　　　　　　南河原支所 ☎５５７－０００１

　問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎５５７－５４００

商工センター

　問い合わせ　商工センター ☎５５３－０５１０

１２月２９日（土）～１月３日（木）

シルバー人材センター

　問い合わせ　行田市シルバー人材センター ☎５５６－５２２１

　問い合わせ　市民課（内線２４３）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

市内循環バス

　問い合わせ　生活課（内線２５１）

水道業務

　問い合わせ　水道課 ☎５５３－０１３１

環境課関係の業務

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください　
　問い合わせ　環境課 ☎５５６－９５３０

　問い合わせ　商工観光課（内線３８２・３８３）

　問い合わせ　男女共同参画推進センター「VIVAぎょうだ」☎５５6－9301
　　　　　　　その他の施設については生活課（内線２５１）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２９日（土）～１月３日（木）
可燃ごみは12月29日に全地区臨時
収集します。

教育関係の施設

スポーツ・公園関係の施設

中央公民館

図書館

教育研修センター

郷土博物館

地域公民館

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２８日（金）～１月４日（金）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２７日（木）～１月４日（金）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

市民プール

市民プール会議室 ・ 談話室

１２月２５日（火） ・
 ２９日（土）～１月３日（木）

１２月２５日（火）～１月8日（火）

１２月２５日（火） ・
 ２９日（土）～１月３日（木）
※１２月２６日（水）～２８日（金）および
　１月４日（金）～８日（火）は午後５時
　まで　

福祉関係の施設

老人福祉センター「大堰永寿荘」

老人福祉センター「南河原荘」

障害者福祉センター

児童センター

学童保育室

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２8日（金）～１月４日（金）

１２月２８日（金）～１月４日（金）

　問い合わせ　産業文化会館 ☎５５6－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎５５9－4599
　　　　　　　古代蓮会館 ☎５５9－0770

勤労会館

観光案内所
１２月２９日（土）～１月３日（木）

男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」

コミュニティセンターみずしろ

コミュニティセンター南河原

婦人ホーム

産業文化会館

はにわの館

古代蓮会館

古代蓮の里
売店・うどん店

１２月２９日（土）～１月３日（木）

１２月２７日（木）～１月５日（土）

１２月２５日（火）～３１日（月）
１月２日（水）・３日（木）
※古代蓮会館は１月１日（火）午前６時から
　9時まで開館
　（入館受け付けは午前8時３０分まで）

１２月２５日（火）～１月４日（金）
※うどん店は1月5日（土）まで休業

可燃ごみ

不燃 ・ 粗大 ・ 有害ごみ

資源物の収集

し尿の汲み取り

休業期間 １２月31日（月）～１月2日（水）

運休期間 １２月29日（土）～１月3日（木）

休業期間 １２月29日（土）～１月3日（木）

　問い合わせ　総合体育館（行田グリーンアリーナ） ☎５５３－３３７７
　　　　　　　 市民プール ☎５５5－2455

　問い合わせ　老人福祉センタ－「大堰永寿荘」 ☎５５７－2486
　　　　　　　老人福祉センタ－「南河原荘」 ☎５５７－2105
　　　　　　　障害者福祉センタ－ ☎５５3－2181
　　　　　　　児童センタ－ ☎５５4－5706
　　　　　　　学童保育室については子育て支援課へ（内線262）

　問い合わせ　中央公民館 ☎５５6－2649
　　　　　　　図書館 ☎５５6－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎５５6－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎５５4－5911

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館
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種　　目 【マラソンの部】ハーフ、10㎞、5㎞
　　　　 【駅伝の部】1.8㎞×5人（小学生男女）
        　　　　　　　  3.0㎞×5人（一般・高校生・中学生男女）
参 加 費 【マラソンの部】2,000円
　　　　 【駅伝の部】4,000円
申し込み　平成20年2月1日（金）（消印有効）までに所定の

用紙で振り込むか直接事務局へ
問い合わせ　騎西町総合体育館内マラソン実行委員会☎0480

－73－7610

《北川辺町》
○新春　親子映画鑑賞会
日　　時　平成20年1月4日（金）午後2時上映開始
場　　所　北川辺町生涯学習センター「みのり」多目的ホール
上映作品　「ハッピーフィート」
入 場 料　無料（全席自由・整理券が必要です）
整理券配布　12月11日（火）から整理券を配布します。電話で

の申し込みも受け付けますが、申し込み後1週間
以内に整理券を受け取りに来られる方に限ります。

○北埼玉地区人権教育研修会
日　　時　平成20年1月17日（木）午後2時開会
場　　所　北川辺町生涯学習センター「みのり」多目的ホール
内　　容　講演会
テ ー マ 「100人の村　あなたもここに生きています」
講　　師　池田香代子さん（ドイツ文学翻訳家・「世界がもし
　　　　　100人の村だったら」著者）
入 場 料　無料（全席自由）

問い合わせ　北川辺町生涯学習センター「みのり」☎0280－
61－2444

《大利根町》
タイトル　甘くて美味しい『大利根産いちご』販売
内　　容　大利根町特産品のひとつであるいちごが、道の駅

「童謡のふる里おおとね」農業創生センター内農
産物直売所で12月から販売されます。朝摘みの
新鮮ないちごは、甘さとみずみずしさが、口いっ
ぱいにひろがります。また、いちごの鮮度を保つ
ため、果実に触れず丁寧に収穫した『つるつきい
ちご』もありますので、ぜひご賞味ください。

問い合わせ　道の駅農業創生センター ☎0480－72－2111
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付
バ
イ
ク　

▽
籐
タ
ン
ス　

▽
籐
洋
服
ダ
ン
ス

▽
二
人
掛
け
用
籐
ソ
フ
ァ
ー　

▽
籐
ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル　

▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー　

▽
整
理
ダ
ン

ス　

▽
掃
除
機　

▽
電
動
車
い
す　

▽
テ
レ
ビ

▽
蚊
帳　

▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
Ａ
Ｂ
兼
用

ベ
ビ
ー
カ
ー　

▽
子
機
付
電
話
機　

▽
自
立
式

姿
見　

▽
電
子
レ
ン
ジ　

▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン　

▽
最
新
式
ダ
イ
エ
ッ
ト
ビ
デ
オ
一
式
（
ゴ
ム
バ

ン
ド
付
）

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

〜でかけませんかとなりまち〜
《加須市》
タイトル　不動ヶ岡不動尊總願寺の鬼追い豆まき式
内　　容　３９０年以上の伝統を誇る勇壮な「鬼追い豆まき

式」が行われます。燃え盛る大たいまつを持った
赤鬼が火の粉を振りまきながら本堂回廊を激しく
駆け回り、その火の粉を浴びると厄除けになると
いわれ、毎年、無病息災・家内安全・商売繁盛な
どを祈願する大勢の参拝客でにぎわいます。ま
た、稚児練供養（ちごねりくよう）や加須とび組
合によるはしご乗りのほか、消防音楽隊や不動岡
高校吹奏楽部、武州加須囃子（ぶしゅうかぞばや
し）保存会による演奏が行われます。

日　　程　平成20年2月3日（日）
　　　　　 【１回目】正午～　【２回目】午後4時～
　　　　　 【３回目】午後８時30分～
問い合わせ　加須市勤労商工課 ☎0480－62－1111
　　　　　（内線276)

《羽生市》
タイトル　「第６回ふるさとの詩」募集
応募作品　ふるさとを題材とした未発表のオリジナル作品

（市販の400字詰め原稿用紙B4縦書、本文・表
題を含めて2枚以内）※作品は一人１篇とします

応募方法　別紙に郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話
番号を明記してください。また、選考結果通知の
ための返信用封筒に郵便番号・住所・氏名を記入
し80円切手を貼付して〒348-8601羽生市東
6-15羽生市秘書広報課『ふるさとの詩』募集実
行委員会事務局まで郵送してください。

応募資格　高校生以上の方
締 切 日　平成20年1月31日（木）※当日消印有効
選考委員　秋谷豊さん、新川和江さん、中村稔さん
発　　表　平成20年4月に通知
問い合わせ　羽生市秘書広報課『ふるさとの詩』募集実行委員
　　　　　会事務局☎561－1121（内線204）FAX562

－3500

《騎西町》
タイトル　ふじの里マラソン大会＆騎西町駅伝大会
日　　時　平成20年3月16日（日）※雨天決行
　　　　 【マラソンの部】午前9時タート
　　　　 【駅伝の部】正午スタート
場　　所　県立騎西高校グラウンド

cc
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

  健康相談 　健康に関する相談をしたい方
   1 月 23 日 ㈬

午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を保健師・栄養
士がお受けします。

  糖尿病健康相談 　糖尿病についての栄養相談をしたい方
申し込みが必要です。

  禁煙相談 　たばこをやめたい方

  こころの相談 　なんとなく気分がすぐれない、夜眠れない、不安
　や心配事がある、人間関係に悩みがあるという方    1 月 17 日 ㈭ ー 申し込みが必要です。

おとなの行事 ※場所は保健センター

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項
  乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・3 歳児

対象児には通知します。転入された方は保護センターにご確認ください。
  歯科健診 　２歳児

  BCG 予防接種
　平成 19 年 9 月 1 日〜 15 日生まれの子  12 月 19 日 ㈬ 午後 1 時 30 分

〜 2 時 20 分
対象児には通知します。対象児以外でまだ受けていない
お子さん（６カ月未満）は、この機会に受けてください。　平成 19 年 9 月 16 日〜 30 日生まれの子    1 月　7 日 ㈪

  乳幼児相談 　小学校入学前の子
   1 月 17 日 ㈭ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

   1 月 21 日 ㈪ 午後 1 時 30 分
〜 3 時 30 分

  離乳食教室（初期）　平成 19 年 7 月 15 日〜 8 月 14 日生まれの子    1 月 10 日 ㈭ 午後 1 時 45 分
〜 2 時 申し込みが必要です。

  離乳食教室（中期）　7 カ月〜 11 カ月の子をお持ちの方    1 月 28 日 ㈪ 午前 9 時 45 分
〜 10 時 申し込みが必要です。（1 カ月前から受け付けます）

  コアラ教室 　平成 19 年 6 月 15 日〜 8 月 14 日生まれの子    1 月　8 日 ㈫
   1 月 24 日 ㈭

午前 9 時 45 分
〜 10 時

赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間作
りの場です。申し込みが必要です。

  母親学級 　初妊婦  1月29日 ㈫、2月  
 14日 ㈭・26日㈫

午後 1 時 15 分
〜 1 時 30 分 申し込みが必要です。ご家族も参加できます。

子どもの行事 ※場所は保健センター

「ひろげるなインフルエンザ　ひろげよう咳エチケット」平成 19 年度  インフルエンザ総合対策標語

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時〜午後5時
＊医療機関が変更されることがあります
　ので、事前に問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる
　医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター
　☎048－824－4199

休日急患診療
期　日 場　所

12 月 16 日（日）　  行田中央総合病院

12 月 23 日（日）　 行田中央総合病院

12 月 24 日（月）　 壮幸会行田総合病院

12 月 30 日（日）　 壮幸会行田総合病院

1 月　6 日（日）　 壮幸会行田総合病院

1 月 13 日（日）　 行田中央総合病院

1 月 14 日（月）　 壮幸会行田総合病院

犬のしつけ方教室
　行田・羽生狂犬病予防協会では、今
年度新しく犬を飼われた方を対象に、
犬のしつけ方教室を開催します。犬の
飼い方や仲良く暮らすコツなどを聴い
てみませんか。

日　　時　平成20年1月24日（木）
午後2時〜4時（受け付け
午後1時30分〜）

場　　所　教育文化センター「みら
い」（中央公民館内）第
１学習室

内　　容　犬と楽しく暮らしていく
ための講義とデモンスト
レーション、犬の健康管
理についての講義

講　　師　埼玉県動物指導センター
職員、行田・羽生狂犬病予
防協会所属獣医師

定　　員　100人
費　　用　無料
そ の 他　犬を連れての参加はでき

ません。
申し込み　12月17日(月)から電話で

保健センターへ

ヘルスアップ教室
　体重が気になっている方、減らしたいと思っている方のための教室です。今ま
での生活を振り返って、まずできることから始めてみませんか。

時　　間　各回とも午前９時50分〜正午（受け付け午前９時30分〜９時50分）
場　　所　保健センター
対　　象　健康的にやせたい方（64歳までの方）
定　　員　25人(先着順)
持 ち 物　健康手帳、筆記用具、計算機、過去1年間の健診結果（基本健康診査

結果通知書など）がある方はお持ちください。
申し込み　平成20年１月９日（水）までに保健センターへ
注意事項　３日間、すべて参加が原則です。また、治療中の方は、主治医に教室

への参加について確認してください。

期　　日 内　　　容 講　　師

  1 月 11 日（金） 　講話「なぜ体重は増える？」 保健師

  1 月 25 日（金） 　運動講話・実習「楽しく運動しよう」 健康運動指導士

  2 月   ８日（金） 　栄養講話「食事のとりかたを見直そう」 管理栄養士
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年末年始の在宅当番医  (12月31日～1月3日)

　第 10 回関東中学生空手道選手権大会が 10 月
28 日に千葉県大網白里町の大網白里アリーナで開
催され、見沼中学校の生徒６人が出場しました。
　団体戦では、荒井まみさん、望月綾乃さん、中村
麻梨奈さんが女子形の部で優勝。森崎元輝さん、西
村信八さんが男子組手の部で３位に輝きました。ま
た、個人戦では、森崎元輝さんが男子組手の部で準
優勝、白根実香さんが女子組手の部で３位となるな
ど、大健闘しました。
　見沼中学校には空手部がなく、別の道場に通って
いる生徒もいる中、同じ学校に通う仲間同士で力を
合わせ、見事全員が賞状とトロフィーを手にする快
挙を成し遂げました。

　 有　担　保 無　担　保

貸付金額  1,000 万円以下 300万円以下

貸付利率  変動 2.515％（上限 5.0％） 変動3.365％

貸付期間
 25 年以内（300 万円以下の
 融資は 15 年以内）

15年以内

保　　証
 (財) 埼玉県労働者信用基金協会 
 の保証、または弁済能力のある
 連帯保証人 1 人以上

(財)埼玉県労働者信用
基金協会の保証

期　日 場　所 電話番号 診療科目

12 月 31 日（月）

  行田中央総合病院 ( 富士見町 ) 553 ー 2000   内科・小児科・外科

  河本耳鼻咽喉科（門井町） 555 ー 2626   耳鼻咽喉科気管食道科

  池畑クリニック（宮本） 556 ー 2295   内科・婦人科

  安田歯科医院 ( 南河原） 557 ー 0810   歯科

　1 月　1 日（火）

  行田中央総合病院 ( 富士見町 ) 553 ー 2000   内科・小児科・外科

  ハピネス診療所（長野） 559 ー 0082   内科・胃腸科

  野口産婦人科（天満） 556 ー 4292   産婦人科・内科

　1 月　2 日（水）

  壮幸会行田総合病院 ( 持田） 552 ー 1111   内科・小児科・外科

  吉田記念山本クリニック（埼玉） 558 ー 3507   内科・循環器科

  赤井胃腸科（門井町） 553 ー 2233   胃腸科・外科

  中村歯科医院 ( 栄町） 553 ー 1580   歯科

　1 月　3 日（木）

  壮幸会行田総合病院 ( 持田 ) 552 ー 1111   内科・小児科・外科

  松岡小児科医院（行田） 554 ー 7377   小児科

  やなせ眼科（門井町） 564 ー 0388   眼科

  林歯科医院 ( 埼玉 ) 559 ー 1180   歯科

※診療時間：午前10時～午後5時（歯科は午前10時～正午）

見沼中学校生徒が空手関東大会で大活躍

入賞を喜ぶ見沼中学校の生徒

ご利用ください　勤労者住宅資金貸付

　市内に居住するために土地や建物を購入する勤労者の
方に対し、必要な資金の貸し付けを行っています。
▶貸付内容

▶対　　象
　・市内に居住している、またはこれから居住しようと
　　する勤労者の方
　・同一事業所に 2 年以上勤務している方
　・20 歳以上 51 歳未満の方
　・世帯の月収が返済月額の 5 倍以上ある方で、返済し
　　ながら生活できる方
　・市税を完納している方
▶問い合わせ　商工観光課（内線 384）

戸
塚
広
人
さ
ん
が
芳
香
シ
ク
ラ
メ
ン
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
発
表

戸
塚
広
人
さ
ん
が
芳
香
シ
ク
ラ
メ
ン
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
発
表

芳香シクラメンの栽培技術について発表を行う戸塚さん

　

11
月
８
日
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
村
青
少
年
ク

ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
会
が
茨
城
県
庁

で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
園
芸
農
家
で
行
田
市
農

業
青
年
会
議
所
の
戸
塚
広
人
さ
ん
（
野
）
が
埼

玉
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
13
人
に
よ
り
、
農
家
の

先
進
的
な
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
戸

塚
さ
ん
は
、「
芳
香
シ
ク
ラ
メ
ン
の
山
上
げ
栽
培

に
よ
る
高
品
質
生
産
」
と
題
し
て
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
芳
香
シ
ク
ラ
メ
ン
の
栽
培
技
術
に
つ

い
て
の
発
表
を
行
い
、
会
場
か
ら
ひ
と
き
わ
多

く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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【
事
例
１
】　
（
20
代
男
性
）

　

電
話
で
先
物
取
引
の
勧
誘
を
受
け
て
、
ど
う
し
て
も
会
っ
て

話
し
た
い
と
喫
茶
店
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
大
豆
の
先
物
取
引
は

「
絶
対
に
も
う
か
る
」
な
ど
と
、
５
時
間
に
わ
た
り
契
約
す
る

よ
う
説
得
さ
れ
、
疲
れ
て
し
ま
っ
て
結
局
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
先
物
取
引
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
ら
な
い

し
、
高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

【
事
例
２
】　
（
60
代
男
性
）

　

原
油
の
先
物
取
引
を
「
も
う
か
る
」
と
勧
め
ら
れ
、

１
０
０
万
円
だ
け
と
思
っ
て
契
約
し
た
。
契
約
直
後
に
損
が

出
た
と
言
わ
れ
た
が
「
追
加
で
出
資
す
れ
ば
、
損
を
取
り
返

す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
後
何
度
も
出
資
し

た
。
い
つ
の
ま
に
か
出
資
総
額
が
１
千
万
円
を
超
え
た
が
、

ま
だ
も
う
け
は
出
て
い
な
い
。
先
物
取
引
は
初
め
て
だ
が
、

も
う
か
る
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
。
や
め
た
い
と
言
っ

た
の
に
、
理
由
を
付
け
て
引
き
延
ば
さ
れ
て
い
る
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

商
品
先
物
取
引
と
は
、
将
来
の
あ
る
時
点
で
商
品
と
そ
の
対

価
の
授
受
を
約
束
す
る
売
買
取
引
で
、
そ
の
目
的
物
の
商
品
を

転
売
ま
た
は
買
い
戻
し
し
た
と
き
、
差
金
の
授
受
に
よ
っ
て
決

済
す
る
こ
と
が
で
き
る
取
引
で
す
。
取
引
す
る
商
品
総
額
の
５

～
10
％
程
度
の
「
証
拠
金
」
を
投
資
す
る
こ
と
で
、
実
際
に

は
そ
の
10
倍
以
上
の
額
が
取
引
さ
れ
る
た
め
、
当
た
れ
ば
利
益

は
大
き
い
で
す
が
、
外
し
た
場
合
の
損
失
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
先
物
取
引
は
海
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
や
、
商
品
が
農

産
物
の
場
合
に
は
天
候
な
ど
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
そ
の

知
識
や
経
験
、
資
力
が
不
十
分
な
素
人
に
は
難
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
損
失
額
も
、
平

均
６
２
０
万
円
と
い
う
高
額
な
被
害
が
、
中
高
年
層
を
中
心
に

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
あ
る
商
品
取
引
所
で
行
わ
れ
る
取
引
を
『
国
内

商
品
先
物
取
引
』
と
い
い
、
取
引
を
行
う
業
者
は
国
の
許
可
を

得
て
営
業
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
海
外
に
あ
る
商
品

取
引
所
で
行
わ
れ
る
取
引
は
『
海
外
商
品
先
物
取
引
』
と
い
い

ま
す
が
、
海
外
商
品
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
許
可
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
業
者
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
業
者
が
参
入

し
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

今
回
の
相
談
事
例
は
両
方
と
も
海
外
商
品
先
物
取
引
で
し
た

が
、
事
例
１
の
よ
う
に
①
契
約
場
所
が
業
者
の
営
業
所
以
外
で
、

②
契
約
内
容
が
法
定
の
市
場
・
商
品
の
場
合
、
③
契
約
の
翌
日

か
ら
14
日
間
は
、
業
者
は
消
費
者
か
ら
注
文
を
受
け
て
は
い

け
な
い
熟
慮
期
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
契
約
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
国
内
商
品
先
物
取
引
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
）。

　

ま
た
、
事
例
２
の
よ
う
に
「
必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
の
よ
う

な
言
い
方
で
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

業
者
に
は
商
品
先
物
取
引
に
は
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
文
書
を
交
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
取
引
が
始
ま
っ
た
場

合
で
も
、
早
め
に
業
者
へ
解
約
申
し
入
れ
や
手
仕
舞
い
申
し
入

れ
を
し
、
返
金
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
被
害
を
少
な
く
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
業
者
は
取
引
の
た
び
に
手
数
料
収
入
が
得

ら
れ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
取
引
を
始
め
る
と
い
ろ
い
ろ
な
理
由

を
付
け
て
、
な
か
な
か
や
め
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

●
十
分
な
知
識
と
資
力
が
な
い
場
合
、
先
物
取
引
は
大
変
危
険

な
契
約
で
す
。
安
易
に
取
引
を
始
め
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
「
絶
対
も
う
か
る
」
と
い
う
営
業
ト
ー
ク
や
、
強
引
・
脅
迫

的
な
ど
の
迷
惑
な
方
法
に
よ
る
勧
誘
に
対
し
て
は
、
キ
ッ
パ
リ

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
お

近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７
３

　

４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

くらしの 番情報110

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制）

市役所

  12月25日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   12月17日㈪、1月7日㈪　   午後1時30分〜3時30分
結婚   1月4日㈮・11日㈮   午前9時30分〜11時30分

消費生活   12月17日㈪・20日㈭・27日㈭
  1月7日㈪・10日㈭    午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   12月21日㈮・28日㈮

  1月4日㈮・11日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ☎556-9301

内職 市役所   12月18日㈫・21日㈮・25日㈫・28日㈮
  1月4日㈮・8日㈫・11日㈮・15日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   1月9日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   12月18日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  12月23日㈰、1月6日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   12月18日㈫・25日㈫　
  1月8日㈫・15日㈫   午後5時15分〜7時

各 種 相 談 （12月15日〜1月15日）

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
、
契
約
し
た
の
に
…　
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一
般
書

・
旅
、
あ
き
ら
め
な
い
（
鎌
田
實
）

・
桃
山
・
江
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

 

（
森
理
恵
）

・
汚
れ
お
と
し
大
事
典
（
佐
光
紀
子
）

・
手
の
か
か
る
子
の
育
て
方
（
山
田
真
）

・
小
説
道
場
（
森
村
誠
一
）

・
妖
し
い
詩
韻
（
内
田
康
夫
）

・
平
和
と
は
非
凡
な
幸
運
（
曽
野
綾
子
）
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▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料

▼
日
時　

12
月
22
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

１
月
5
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

１
月
12
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

▼
日
時　

12
月
19
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

▼
日
時　

12
月
15
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご
（
23
分
）
、
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
と
だ
い
こ
く
ち
ゃ
ん
（
18
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

12
月
22
日
㈯ 

午
後
２
時
〜　

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル　

▼
題
名　

お
ば
け
の
地
下
室
た
ん
け
ん
（
42
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）　
　

▼
入
場
無
料

　

絵
本
と
ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
18
日
㈫
、
1
月
11
日
㈮
午
後
１
時

受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

12
月
17
日
㈪
・
25
日
㈫
・
28
日
㈮
〜
1
月
4
日

㈮
、
1
月
7
日
㈪
・
15
日
㈫

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、
破

損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

お 

は 

な 

し 

会

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

新
着
図
書

児
童
書　

・
不
自
由
な
手
で
だ
き
し
め
て
（
島
田
和
子
）

・
む
し
の
お
ん
が
く
が
っ
こ
う
（
青
山
邦
彦
）

・
ぞ
う
の
せ
な
か
（
あ
み
な
か
い
づ
る
）

・
社
会
の
不
思
議
（
橋
爪
大
三
郎
）

・
ぼ
く
の
「
生
き
る
力
」
（
あ
ん
ず
ゆ
き
）

・
銀
の
枝
（
ロ
ー
ズ
マ
リ
・
サ
ト
ク
リ
フ
）

　

夫
婦
で
仲
良
く
、
楽
し
い
定
年
後
生
活
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
「
定
年
オ
ヤ
ジ
の
し
つ
け

方
」
な
ど
の
本
で
お
な
じ
み
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
小

川
さ
ん
に
よ
る
定
年
後
講
座
で
す
。
充
実
し
た
定

年
後
に
す
る
た
め
の
知
恵
、
提
言
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
若
い
方
も
後
学
の
た
め
に
ど
う
ぞ
。

▼
日
時
【
第
１
回
】
平
成
20
年
１
月
24
日
㈭

【
第
２
回
】
2
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分　

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル　

▼
演
題 

【
第
１
回
】
夫
婦
で
向
き
合
う
努
力
を

【
第
２
回
】
愛
は
定
年
後
で
も
育
つ
！　

▼
講
師　

小
川
有
里
さ
ん
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

※変更する場合があります

　

  

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　

  

「
お
は
な
し
の
時
間
」

　

定
年
後
の
生
き
方
講
座

　

実
り
の
定
年
後
を
め
ざ
し
て
！

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
映
画
会

12
月
20
日
（木）

1
月
10
日
（木）

泉
　

小

12
月
18
日
（火）

南
河
原
小

12
月
19
日
（水）

荒
木
小

埼
玉
小

1
月
11
日
（金）

　

先
日
本
屋
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
「
虹

色
ほ
た
る
」
と
出
会
い
ま
し
た
。
読
み
進

め
て
い
く
う
ち
に
、
私
は
ど
ん
ど
ん
想
像

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

次
々
と
起
こ
る
不
思
議
な
出
来
事
に
胸
が

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

今
を
「
生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
、
あ

き
ら
め
な
い
で
、
も
っ
と
「
生
き
た
い
」

と
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
は
か
な
い
ホ

タ
ル
だ
っ
て
精
一
杯
生
き
抜
こ
う
と
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
…
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
み
終
え
た
と
き
、
な

ん
と
も
い
え
な
い
穏
や
か
な
優
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
す
て
き
な
話

で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お

す
す
め
し
た
い
一
冊
で
す
。

『
虹
色
ほ
た
る　

永
遠
の
夏
休
み
』

　

 

川
口　

雅
幸
著

門
井　

麻
紀
子
さ
ん
（
小
針
）
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11
月
17
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
で
、
み
ら
い
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
、
市
内
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
教

育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
ミ
ニ
公
開
授
業
」
で
は
、
太
田
西
小
学
校

２
年
２
組
の
児
童
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

先
生
ら
と
と
も
に
英
語
活
動
の
取
り
組
み
を
披

露
。
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
元
気
い
っ
ぱ
い

に
歌
い
、
ス
テ
ー
ジ
上
を
所
狭
し
と
動
き
回
る

姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

10
月
25
日
、
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
で
行
田
寿

司
組
合
に
よ
る
慰
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
11
月
１
日
の
「
寿
司
の
日
」
に
合
わ
せ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今
年
が
34
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

寿
司
組
合
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
握
っ
た

お
寿
司
に
誰
も
が
大
満
足
。
ま
た
、
桂
希
峰
舞

会
も
参
加
し
、
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
入
所
者
た
ち
は
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
、
お
い
し
い
お
寿
司
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
温
か
い
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

　

11
月
11
日
、
第
28
回
行
田
商
工
祭
・
忍
城
時

代
ま
つ
り
が
市
役
所
・
忍
城
址
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

忍
城
御
三
階
櫓
を
背
に
再
現
さ
れ
た
成
田
軍

対
豊
臣
軍
の
忍
城
攻
防
戦
の
ほ
か
、
武
者
行
列

や
火
縄
銃
演
舞
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
観
衆

は
甲
冑
に
身
を
固
め
た
多
く
の
武
士
の
勇
壮
な

姿
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

勇
壮
な
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

姿
の
武
士
た
ち

　

11
月
４
日
、
須
加
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
が
主
催
し
、
長
寿
会
、
育
成
会
、
子
ど
も

会
の
協
力
の
下
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
皮
を
む
く
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供

た
ち
が
初
体
験
。
芋
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
り

鍋
に
入
れ
て
煮
込
ん
だ
り
と
本
格
的
。
子
供
た

ち
は
、
完
成
し
た
こ
ん
に
ゃ
く
を
口
い
っ
ぱ
い

ほ
お
ば
り
、
「
芋
が
こ
ん
に
ゃ
く
に
な
る
な
ん

て
」
と
驚
き
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
一
味
違
う

こ
ん
に
ゃ
く
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験

お
い
し
い
お
寿
司
に
ご
き
げ
ん

ミ
ニ
公
開
授
業
で

行
田
市
の
英
語
教
育
を
発
表
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11
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
、
郷
土
博
物
館
で

第
33
回
行
田
市
菊
花
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会
会
員
に

よ
り
育
て
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
大
輪
の
菊
約

５
０
０
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
夏
の
猛
暑

の
た
め
育
て
る
こ
と
に
苦
労
し
た
と
話
す
同
会

会
員
ら
の
熱
心
な
栽
培
が
実
を
結
び
、
ど
の
菊

も
展
示
期
日
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
大
振

り
の
花
弁
を
咲
き
誇
ら
せ
、
見
物
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
、
行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
会
員
約
20
人
が
見
沼
元
圦
公
園
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

内
全
域
を
東
西
南
北
に
分
け
て
清
掃
活
動
を
毎

年
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
少
し
で
も
市
民
の
役
に

立
ち
た
い
と
、
会
員
ら
が
自
主
的
に
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。
会
員
ら
は
、
２
時
間
か
け
て
公

園
内
に
捨
て
ら
れ
た
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収

し
、
い
い
汗
を
か
い
た
と
晴
れ
晴
れ
し
い
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

利
根
川
で
は
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
サ

ケ
の
遡
上
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
11
月
11
日
、

利
根
大
堰
に
あ
る
「
大
堰
自
然
の
観
察
室
」
付

近
を
会
場
に
「
サ
ケ
遡
上
・
採
卵
観
察
会
」

（
（独）
水
資
源
機
構
主
催
・
行
田
市
後
援
）
が
サ

ケ
の
保
護
や
啓
発
活
動
を
目
的
に
行
わ
れ
、
多

く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
サ
ケ
の
生
態
や
利
根
導
水
に
つ

い
て
の
説
明
会
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
ま
た
、
サ
ケ
の
採
卵
作
業
で
は
、
サ
ケ

の
お
な
か
か
ら
採
り
出
さ
れ
る
た
く
さ
ん
の
卵

に
、
子
供
た
ち
の
目
は
く
ぎ
付
け
で
し
た
。

　

10
月
28
日
、
総
合
公
園
自
由
広
場
で
第
57
回

市
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
で
行
わ
れ

た
体
育
祭
で
好
成
績
を
収
め
た
選
手
た
ち
が
集

い
ま
し
た
。

　

「
三
種
混
合
リ
レ
ー
」
や
「
長
縄
跳
び
」
な

ど
18
種
目
が
行
わ
れ
、
勝
利
目
指
し
て
熾
烈
な

争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
競
技
種
目
の

ラ
ス
ト
を
飾
る
「
年
齢
別
リ
レ
ー
」
で
は
、
熱

の
こ
も
っ
た
応
援
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
、

選
手
た
ち
は
全
力
疾
走
。
最
後
ま
で
目
が
離
せ

な
い
展
開
に
、
会
場
の
熱
気
も
最
高
潮
と
な
り

ま
し
た
。

大
振
り
の
花
弁
を
咲
き
誇
ら
せ
て

熾し

烈
な
争
い
に
会
場
の
熱
気
も
最
高
潮

サ
ケ
の
採
卵
作
業
に
く
ぎ
付
け

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が

清
掃
活
動　



　

少
子
化
が
進
む

中
、
育
児
に
つ
い

て
の
悩
み
を
抱
え

る
親
た
ち
が
増
え

て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
双
子
の
場
合

は
、
同
じ
よ
う
な

境
遇
の
人
が
あ
ま

り
身
近
に
い
な
い

た
め
、
誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
い
る

親
は
少
な
く
な
い

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
双
子
を
持
つ
親
同
士
で

不
安
や
心
配
を
解
消
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る

の
が
、
双
子
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
ん
ぼ
キ
ッ

ズ
」
で
す
。

　

今
年
４
月
に
で
き
た
ば
か
り
の
同
サ
ー
ク
ル

は
、
第
１
・
３
木
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時

30
分
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
河
原
荘
の
隣
に

あ
る
旧
南
河
原
社
会
福
祉
協
議
会
の
建
物
内
で
、

13
組
の
母
と
双
子
が
集
ま
っ
て
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

活
動
日
に
は
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
お
も
ち
ゃ
を
持
ち
寄
っ
て
遊
ば
せ

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
を

集
め
た
回
覧
板
を
作
成
し
、
メ
ン
バ
ー
間
で

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
母
親
だ
け

で
集
ま
っ
て
食
事
会
を
行
い
、
育
児
の
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
な
ど
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
双
子
な
ら
で
は
の
悩
み
や
不
安
な
ど
も
あ
り
、

20

育
児
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
も
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
気
兼
ね
す
る
こ

と
な
く
相
談
で
き
ま
す
」
「
子
育
て
に
悩
ん
で

い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
も
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
」
な
ど
と
メ
ン
バ
ー
が
話
す
よ
う

に
、
打
ち
解
け
や
す
い
雰
囲
気
の
中
で
安
心
し

て
相
談
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

双
子
を
育
て
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
双
子

を
お
な
か
に
抱
え
る
妊
婦
の
方
も
大
歓
迎
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
一
緒
に
子
育
て
を
し
た
い
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
頼
も
し

い
仲
間
と
と
も
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
﨑
洋
子
☎
０
９
０―

８
３
４
２―

５
５
２
９

　このコーナーに登場していただけ
る方・団体・作品を募集しています。
行田市本丸２−５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。 

広
場〜楽しみながら双子の育児を〜

双子サークル「さくらんぼキッズ」

向
町　
　

斎
藤　

敏
行

古
墳
道
一
歩
一
歩
に
秋
惜
し
む

行
田　
　

松
村　

照
子

新
米
も
夫つ

ま

が
居
て
こ
そ
う
ま
き
か
な

谷
郷　
　

内
田　
　

茂

子
供
等
の
三
角
野
球
草く

さ

虱
じ
ら
み

白
川
戸 

　 

鈴
木　

都く
に

子

水
の
秋
無
料
で
乗
れ
る
渡
し
舟

須
加　
　

天
沼　

広
吉

し
と
し
と
と
歩あ

足し

に
吸
ひ
込
む
秋
時
雨

荒
木　
　

小
林　

康
男

と
ん
ぼ
と
ん
ぼ
頭
に
肩
に
鍬く

わ

休
む

堤
根　
　

柴
田　

忠
二

十
三
夜
雲
一
つ
な
き
今
宵
か
な

下
忍　
　

島
崎　

も
登

蜻と
ん
ぼ蛉

の
眼
空
は
三
百
六
十
度

城
西　
　

橋
本
ま
さ
子

秋
の
蚊
に
忍
び
で
額

ひ
た
い

刺
さ
れ
け
り

持
田　
　

太
田　

保
夫

烏
鳴
き
陽
の
落
ち
ゆ
け
る
芒
原

壱
里
山
町  

大
竹　

祐
子

穂ほ
す
す
き芒
や
札ふ

だ
し
ょ所
の
僧
の
筆
の
さ
え

私
の
作
品

俳
句
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箸は
し

や
う
ち
わ
、
家
財
道
具
な
ど
竹
を
使
っ
て

作
ら
れ
る
物
は
意
外
に
多
い
も
の
で
、
日
本
人

の
生
活
に
は
昔
か
ら
竹
と
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
竹
を
使
っ
た
物
づ
く
り
の
名
人

と
し
て
学
校
や
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
で
講
師
を
務

め
て
い
る
榎
本
武
弘
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
ナ
イ
フ

で
木
や
竹
を
削
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
っ

て
い
た
榎
本
さ
ん
は
、
40
歳
の
こ
ろ
か
ら
竹
細

工
教
室
な
ど
で
講
師
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て

い
た
知
人
に
頼
ま
れ
て
、
『
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
』
で
講
師
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
同
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
う
講
座
の
講

師
に
登
録
し
、
多
方
面
か
ら
の
依
頼
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
定
年
後
の
楽
し
み

と
考
え
て
い
た
竹
細
工
が
早
い
う
ち
か
ら
軌
道

に
乗
っ
た
そ
う
で
す
。

　

榎
本
さ
ん
は
、
現
在
、
年
間
30
回
以
上
の
講

座
を
行
い
、
市
内
で
も
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
「
講
座

で
は
、
木
や
竹
を
削
る
際
、
子
供
た
ち
に
で
き

る
だ
け
ナ
イ
フ
や
カ
ッ
タ
ー
を
使
わ
せ
、
正
し

い
道
具
の
使
い
方
を
教
え
な
が
ら
物
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
失
敗
し
て
落
ち
込
む
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

失
敗
し
た
物
か
ら
新
た
な
発
見
や
遊
び
方
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
『
失
敗
し
た
ら
喜

び
な
さ
い
』
と
教
え
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
涙

を
流
し
て
い
た
子
ど
も
も
す
ぐ
に
笑
顔
に
変
わ

る
ん
で
す
よ
。
参
加
者
が
多
い
ほ
ど
準
備
に
手

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が

大
好
き
な
の
で
、
で
き
る
限
り
依
頼
は
受
け
て

い
ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
作
る
楽
し
さ
と
遊

ぶ
楽
し
さ
を
多
く
の
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る

一
方
、
刃
物
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
も
教
え
て
い
ま
す
。

　

「
竹
は
木
と
異
な
り
、
切
っ
て
も
す
ぐ
に
生

長
す
る
の
で
地
球
環
境
に
良
く
、
エ
コ
ロ
ジ

ー
な
素
材
」
と
竹
の
魅
力
を
話
す
榎
本
さ
ん
。

「
体
験
教
室
な
ど
の
派
遣
講
師
と
し
て
子
供
た

ち
に
竹
細
工
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

今
後
の
夢
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
細
工
で
い
つ
ま
で
も
子
供
た
ち
に
笑
顔
を

榎
本　

武
弘 

さ
ん
（
藤
間
・
69
歳
）

旭
町　
　

大
川　

和
子

雨
上
り
裾
に
か
ら
ま
る
こ
ぼ
れ
萩

持
田　
　

丸
山　

麟
一

さ
ら
さ
ら
と
風
の
息
吹
き
に
舞
う
紅
葉

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成 19年 2月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 12月 28 日㈮です。
抽選会は1月8日㈫の午後1時30分市役所203会議室

カ
イ
ル  

陽ひ

な奈
ち
ゃ
ん（
佐
間
）

マ
イ
ケ
ル
・
陽
子
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
12
月
１
日
生
ま
れ

「
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」

青
池　

彩あ
や
か花

ち
ゃ
ん（
長
野
）

剛
志
・
佐
緒
里
さ
ん
の
二
女

平
成
18
年
12
月
28
日
生
ま
れ

「
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
☆
」

多
賀
谷  

陽よ
う
す
け介

ち
ゃ
ん（
前
谷
）

輝
喜
・
由
美
子
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
12
月
16
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
で
あ
れ
ば
よ
し
！
」

澤
田　

碧あ
お
と人

ち
ゃ
ん（
持
田
）

孝
道
・
玲
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
12
月
24
日
生
ま
れ

「
イ
ブ
の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
♡
」

関
谷　

呼よ
ひ
と人

ち
ゃ
ん（
城
南
）

隆
宏
・
美
紀
さ
ん
の
三
男

平
成
18
年
12
月
16
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
」 『ありし日の須加小学校』（墨絵）

羽鳥　貞男（須加）



▼
日
時　

12
月
31
日
㈪
午
後
10
時
～

１
月
１
日
㈫
午
前
１
時　

▼
場
所 

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
）
鐘
楼
付
近 

▼
内
容　

鐘
つ
き
（
先
着
１
千
人
）、

開
運
招
福
銭
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
鐘
を

つ
い
た
方
）、
各
種
催
し
物　

▼
問

い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
（
内
線

３
８
２
）

　
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」
で
お

な
じ
み
の
、
常
田
富
士
男
さ
ん
に
よ

る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
口
調
で
送
る
昔

の
風
景
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
よ

う
な
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時　

平
成
20
年
２
月
２
日
㈯
午

後
１
時
30
分
開
演　

▼
場
所　

教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　

▼
入
場
料　

５
０
０
円
（
全

席
自
由
・
小
学
生
以
上
） 

▼
発
売
枚

数　

５
０
０
枚　

▼
発
売
開
始　

12

月
18
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
中
央

公
民
館
お
よ
び
地
域
公
民
館
に
て 

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
☎

５
５
６―

２
６
４
９

　

遺
跡
か
ら
の
発
掘
出
土
品
の
水
洗

い
、
復
元
作
業
な
ど
を
し
て
い
た
だ

く
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
経
験
、

未
経
験
を
問
い
ま
せ
ん
が
、
細
か
い

作
業
で
す
の
で
、
視
力
が
良
く
（
眼

鏡
使
用
可
）、
根
気
の
あ
る
方
を
求

め
て
い
ま
す
。

▼
雇
用
期
間　

12
月
18
日
㈫
～
平
成

20
年
３
月
27
日
㈭　

▼
雇
用
場
所 

郷
土
博
物
館
作
業
室
お
よ
び
屋
外
洗

い
場
（
本
丸
17―

23
）　

▼
作
業
内

容　

発
掘
出
土
遺
物
の
水
洗
い
、
注

記
、
接
合
復
元
作
業
な
ど　

▼
作

業
日　

火
～
木
曜
日
※
た
だ
し
祝

日
と
そ
の
翌
日
は
休
み
で
金
曜
日

に
振
り
替
え　

▼
作
業
時
間　

午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
憩
時
間
） 

▼
賃
金
単
価 

時
給
７
５
０
円　

▼
賃
金
支
払
い 

月
末
締
め
、
翌
月
21
日
口
座
振
り
込

み　

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
65
歳

未
満
の
健
康
な
方　

▼
応
募
方
法 

電
話
連
絡
の
う
え
、
文
化
財
保
護

課
（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

文
化
財
保
護
課
☎
５
５
３―

３
５
８
１

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
13
日
、
２

月
３
日
、
３
月
２
日
の
日
曜
日
（
全

３
回
）
午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所 

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
１

階
創
作
室　

▼
内
容　

宝
飾
技
術

が
身
近
な
も
の
づ
く
り
で
あ
る
こ

と
を
ジ
ュ
エ
リ
ー
製
作
の
体
験
を

通
し
て
楽
し
く
理
解
し
て
も
ら
う 

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生
以
上
の

方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼

定
員　

12
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費 

１
千
円
（
保
険
料
・
材
料
費
）　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

も
の
つ

く
り
大
学
教
務
・
情
報
課
☎
５
６
４

―

３
８
１
９

▼
日
時　

12
月
26
日
㈬
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館「
や
す
ら
ぎ
の
里
」中
庭（
雨

天
の
場
合
は
第
１
研
修
室
）
▼
対
象 

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
お

よ
び
60
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

50

人　

▼
参
加
費　

50
円
（
保
険
代
含

む
・
当
日
徴
収
） 

▼
持
ち
物　

エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

12
月
10
日
㈪
か
ら
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
ま
た
は

電
話
に
て
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
19
日
㈯
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時　

▼
場
所 

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

中
庭（
雨
天
の
場
合
は
第
１
研
修
室
） 

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
お
よ
び
60
歳
以
上
の
方　

▼
定

員　

50
人　

▼
参
加
費　

50
円
（
保

険
代
含
む
・
当
日
徴
収
） 

▼
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

12
月
10
日
㈪
か
ら
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
ま
た

は
電
話
に
て
☎
５
５
７―

５
４
０
０
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常
田
富
士
男
の

　
　
　
　

  

あ
っ
た
か
話

 

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

埋
蔵
文
化
財
整
理
作
業
員

 

三
世
代
交
流

　
　
　

  

も
ち
つ
き
会

 

ふ
れ
あ
い
ジ
ュ
エ
リ
ー

　
　
　
　

  

体
験
教
室

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１㈹

 

三
世
代
交
流

　
　

  

う
ど
ん
打
ち
会
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掛
軸
、
扁
額
、
絵
馬
、
ラ
ベ
ル
や

レ
コ
ー
ド
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

市
民
の
方
々
の
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
20
年
１
月
５
日
㈯
～

20
日
㈰
※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展
示
室 

▼
問
い
合
わ
せ　

博
物
館
友
の
会
事

務
局
☎
５
５
４―

５
９
１
１

　

郷
土
博
物
館
で
は
小
学
３
年
生
の

学
習
に
対
応
し
た
「
む
か
し
の
く
ら

し
」
展
を
実
施
し
ま
す
。
子
供
た
ち

の
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
を
募
集
し
ま
す
。
昭
和

30
年
代
～
40
年
代
の
く
ら
し
（
食
事

や
道
具
の
使
い
方
）
や
、
昔
の
遊
び

に
詳
し
い
（
遊
び
方
や
遊
び
道
具
の

使
い
方
を
教
え
ら
れ
る
）
方
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
予
定
日　

平
成
20
年
１
月
26

日
～
３
月
23
日
の
土
・
日
曜
日
・
祝

日
お
よ
び
小
学
校
の
団
体
見
学
の
あ

る
日　

▼
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上

の
健
康
な
方　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

郷
土
博
物
館
☎
５
５
４―

５
９
１
１

▼
対
象　

保
育
士
の
資
格
、幼
稚
園
・

小
学
校
の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る

方
ま
た
は
子
育
て
経
験
の
あ
る
方 

▼
内
容　

市
か
ら
委
託
さ
れ
た
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け
る
学

童
保
育
室
の
業
務　

▼
勤
務
開
始 

平
成
20
年
１
月
（
予
定
） 

▼
給
与 

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
規
定

に
よ
る　

▼
開
室
時
間　
【
学
校
授

業
日
】
午
前
11
時
45
分
～
午
後
７
時 

【
学
校
休
業
日
（
土
曜
日
お
よ
び
長

期
休
業
日
）】
午
前
８
時
～
午
後
７

時　

▼
休
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始　

▼
申
し
込
み　

電
話
連
絡

の
う
え
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７

―

５
４
０
０

▼
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午（
受
け
付
け
午
前
９
時
30
分
～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」
１
階
第
１
研
修
室　

▼
内

容　

意
見
交
換
、
交
流
会
、
餅も
ち

つ
き 

▼
対
象　

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー

ト･

セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
に
興

味
の
あ
る
方　

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

行
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ

ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
０
ー

７
６
２
０

　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
「
行
田
さ

く
ら
マ
ッ
プ
」
の
発
行
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の
見
学
可

能
な
さ
く
ら
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
公
園
な
ど
の
さ
く
ら

の
園
芸
種
名
の
情
報
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
ク
ラ
ブ

（
〒
３
６
１―

０
０
７
３ 

行
田
５

―
10
ス
リ
ー
ハ
ー
ト
ビ
ル
３
階
）

☎
５
６
４―

３
０
０
０
（
火
・
木

曜
日
の
み
）
ま
た
は
☎
５
６
４―

３
０
２
０

▼
受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月
８
日

㈫
ま
で　

▼
１
次
試
験　

平
成
20
年

１
月
12
日
㈯　

▼
応
募
資
格　

中
学

校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
で
17
歳

未
満
の
男
子
の
方　

▼
問
い
合
わ

せ
・
願
書
・
資
料
請
求　

自
衛
隊
埼

玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

（
〒
３
６
０―

０
０
３
７ 

熊
谷
市
筑

波
３―

90―

１
国
際
ビ
ル
２
階
）
☎

５
２
２―

４
８
５
５

　

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
外
国

籍
の
方
の
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
15
日
㈫
午

後
１
時
～　

▼
場
所　

県
熊
谷
地
方

庁
舎
（
熊
谷
市
末
広
３―

９―

１
） 

▼
対
象　

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
に
関
心
の
あ
る
人
（
通
訳
言
語
お

よ
び
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
） 

▼
定
員 

１
０
０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
申
し
込
み　

12
月

18
日
㈫
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
の
往
信
の
文
面
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
性
別
・
国
籍
・
通

訳
言
語
を
明
記
し
、
㈶
埼
玉
県
国

際
交
流
協
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
〒
３
３
０―

０
０
７
４ 

さ
い

た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５―

６―

５

浦
和
地
方
庁
舎
３
階
）　

▼
問
い
合

わ
せ　

㈶
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
☎

０
４
８―

８
３
３―

２
９
９
２
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第
２
回

市
民
の
お
宝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

学
童
保
育
室
の

  

指
導
員
・
パ
ー
ト
指
導
員

 

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

  

入
門
講
座

お
寄
せ
く
だ
さ
い

さ
く
ら
の
名
所
・
名
木
情
報

「 痛まない　ゴミのポイ捨て　あなたの心 」ポイ捨て防止啓発環境標語

 「
む
か
し
の
く
ら
し
」

　
　

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

交
流
会

 

平
成
20
年
４
月
入
隊

　
　
　

  

自
衛
隊
生
徒
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,７８７人　　男４３,７３７人　　女４４,０５０人　　世帯数３２,１０７世帯
（平成１９年１１月１日現在）　 １０月中の異動　出生６８人　転入等２１２人　死亡７２人　転出等２１６人

▼
期
間　

12
月
19
日
㈬
～
24
日
㈪ 

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
８
時
30

分
ま
で
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
企
画

と
し
て
、温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
館
内
や
園
内
に
彩
ら
れ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
展
望
室

か
ら
の
す
て
き
な
夜
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）

２
０
０
円　

※
障
害
者
割
引
あ
り

（
半
額
）

▼
日
時　

12
月
21
日
㈮
午
後
６
時

30
分
～
８
時　

▼
場
所　

古
代
蓮

会
館
休
憩
所　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏　

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料 

大
人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中

学
生
）
２
０
０
円　

※
障
害
者
割

引
あ
り
（
半
額
）

▼
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

一
度
は
聴
い

た
こ
と
の
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
中
心
に
演
奏
し
ま
す
。
▼
出

演　

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
入
場

無
料
（
先
着
１
千
人
）

▼
日
時　

12
月
24
日
㈪
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

10
万
石
の
夜
景　
　
　

～
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
！

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
３
万
球

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

in
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
“
ス
ノ
ー
マ
ン
”

手
作
り
紙
ね
ん
ど
細
工
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

総合福祉会館「やすらぎの里」
プールの改修工事を行います

　機能回復訓練用プールは、プール床面の改
修工事を行うため、次の期間は利用ができな
くなります。利用開始までの間、大変ご不便
をおかけいたしますが、ご了承ください。
　なお、利用開始日については、後日、総合
福祉会館内の掲示などによりお知らせいたし
ます。

▶利用できない期間
12月25日（火）～２月中旬

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会会館福
祉係☎５５７―５４００

　埼玉県最低賃金は、県内すべての労働者とその使用者
に適用されます。
　この金額は、賃金や物価などの動向により決定される
もので、さまざまな面での労働条件の改善に重要な役割
を果たしています。10月20日から改正され、改正後
の埼玉県最低賃金は時間額７０２円となりました。
　なお、「非鉄金属製造業」「電気機械器具製造業、情報
通信機械器具製造業、電子部品・デバイス製造業」「輸
送用機械器具製造業」「光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業」「各種商品小売業」「自動車小売業」に
ついては、別途産業別最低賃金が適用されます。
▶問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎０４８―６００―
６２０５または行田労働基準監督署☎５５６―４１９５

守ろう！確かめよう！この最低賃金
―埼玉県最低賃金の改正―
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創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

２
０
０
円
（
材
料
費
） 

▼
そ

の
他　

別
途
、
古
代
蓮
会
館
入

館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
障
害
者
割
引
あ
り
）

が
必
要
で
す
。
▼
申
し
込
み　

開

催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー

ル　

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ

ワ
ー
（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水

温
）
を
利
用
し
、
個
人
の
体
力
に

合
っ
た
効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く

行
い
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。

ま
た
流
行
の
種
目
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
随
所
に
取
り
入
れ

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
お
よ
び
癒
し
効

果
を
得
ま
す
。 

▼
対
象　

成
人 

▼
月
会
費　

２
千
円　

▼
申
し
込

み　

市
民
プ
ー
ル
に
て
随
時
受
け

付
け
※
電
話
予
約
可

▼
日
時　

平
成
20
年
３
月
２
日

㈰
【
午
前
の
部
】
午
前
10
時
30
分

開
演　
【
午
後
の
部
】
午
後
２
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

キ
テ
ィ

と
シ
ナ
モ
ン
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

初
共
演
し
ま
す
。
全
国
に
先
駆
け

当
館
が
初
舞
台
で
す
。
▼
入
場
料 

全
席
指
定
１
千
５
０
０
円　

▼
前

売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い 

12
月
15
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業

文
化
会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

に
て
発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌

日
午
前
９
時
～
）

▼
日
時　

12
月
20
日
・
27
日
、
平

成
20
年
１
月
10
日
・
17
日
・
24

日
・
31
日
の
各
木
曜
日
（
全
６
回
）

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分　

▼

場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
の

ダ
ン
ス
を
行
い
、
リ
ズ
ム
感
覚
を

養
い
な
が
ら
、
体
力
の
向
上
を
図

る
。
▼
対
象　

小
学
１
年
生
～
２

年
生　

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
２
０
０
円　

▼

申
し
込
み　

12
月
６
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
に
て
※
電
話
予
約
不
可

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
12
日
㈯

～
３
月
15
日
㈯
（
全
８
回
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午　

▼
場
所　

商

工
セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室
ほ
か 

▼
内
容　

日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
邦
楽
器
の
体
験　

▼
対
象 

小
・
中
学
生　

▼
定
員　

35
人（
先

着
順
）  

▼
参
加
費　

５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）  

▼
申
し
込
み 

12
月
15
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業

文
化
会
館
に
て　

▼
問
い
合
わ

せ　

産
業
文
化
会
館
☎
５
５
６
ー

６
３
７
１

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
１
日

午
前
６
時
～
９
時
（
入
館
受
け

付
け
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
） 

▼

場
所　

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容 

無
料
お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福

袋
の
販
売
、
は
ず
れ
無
し
の
お

楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
日
の
出
の
時
間
帯
（
午
前

６
時
～
７
時
15
分
）
の
展
望
室

利
用
は
、
先
着
70
人
ま
で
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
当

日
、
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
▼

入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小

人
（
小
・
中
学
生
）
２
０
０
円 

※
障
害
者
割
引
あ
り
（
半
額
）

25

広告

市県民税・・・・・・・・・４期　　　介護保険料・・・・・・・６期
国民健康保険税・・・・・・６期　　　納期限・・・・１２月２５日（火）

今月の納税

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

『
初
日
の
出
』
２
０
０
８
年

～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の
製
作

サ
ン
リ
オ   　
　
　
　
　

ド
リ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｌ
．
Ｔ
ダ
ン
ス
教
室

※ イ メ ー ジ 画 像
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合
戦
に
臨
む
武
将
た
ち
は
己
の
存
在
や
武
勇
を
誇

示
す
る
た
め
、
身
に
ま
と
う
甲
冑
や
衣
類
に
さ
ま
ざ

ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
兜
の
前
面
に
つ
け
る

前
立
に
は
鍬
形
や
剣
を
は
じ
め
獅
子
や
龍
、
日
形
、

月
形
、
神
仏
の
名
号
に
至
る
ま
で
多
く
の
形
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。

　

陣
羽
織
は
武
士
が
陣
中
な
ど
で
具
足
の
上
に
着
用

す
る
外
衣
で
す
。
室
町
時
代
の
末
期
か
ら
武
将
た
ち

に
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
桃
山
時
代
ご

ろ
に
は
戦
場
の
ほ
か
に
日
常
で
も
着
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
材
質
は
羅ら

紗し
ゃ

、
金き
ん
ら
ん襴
、
緞ど
ん

子す

、
ビ

ロ
ー
ド
な
ど
の
ぜ
い
た
く
な
も
の
か
ら
皮
革
や
木

綿
、
紙
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
一
般
に
は
袖
が
な
く
裾
が
開
い
て
背
中
が

割
れ
て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
幅
広
の

袖
を
用
い
た
も
の
も
あ
り
、
模
様
や
色
彩
に
も
自
身

の
存
在
を
目
立
た
せ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
趣
向
を

凝
ら
し
ま
し
た
。

　

阿
部
家
に
は
歴
代
の
当
主
が
用
い
た
陣
羽
織
が
伝

来
し
て
い
ま
す
。
写
真
の
茶ち
ゃ
ら
し
ゃ
じ
じ
ん
ば
お
り

羅
紗
地
陣
羽
織
は
阿
部

忠
秋
の
父
正
吉
が
用
い
た
も
の
で
す
。
義
父
の
遠
江

国
横
須
賀
城
主
大
須
賀
康
高
か
ら
正
吉
が
譲
り
受
け

た
も
の
で
、
銀
糸
の
モ
ー
ル
が
襟
や
裾
の
縁
な
ど
に

付
け
ら
れ
、
胴
に
は
布
を
縫
い
詰
め
て
皺し
わ

を
つ
け
た

ギ
ャ
ザ
ー
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
南
蛮
風
の
デ
ザ
イ

ン
が
盛
り
込
ま
れ
た
陣
羽
織
で
す
。
徳
川
家
康
の
大

番
頭
と
し
て
多
く
の
合
戦
に
参
加
し
た
正
吉
で
す

が
、
義
父
か
ら
も
ら
っ
た
こ
の
陣
羽
織
は
大
切
に
保

管
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

阿
部
忠
秋
着
用
の
陣
羽
織
は
樺か
ば
い
ろ色

の
羅
紗
地
に

赤
い
水
玉
模
様
を
散
ら
し
た
も
の
で
す
。
寛
永
10
年

（
１
６
３
３
）
に
３
代
将
軍
徳
川
家
光
の
御
前
で
行

わ
れ
た
馬
揃
の
際
に
着
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
８
代
藩
主
阿
部
正
由
所
用
の
陣
羽
織
は
上
半
分

を
緋
色
、
下
半
分
は
白
と
黒
の
市
松
模
様
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

甲
冑
や
陣
羽
織
な
ど
本
来
戦
場
で
用
い
た
も
の

も
、
合
戦
に
出
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
江
戸
時
代
で

は
デ
ザ
イ
ン
や
個
性
が
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
装
飾
性

豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　里芋独特のぬめりは、水溶性の食物繊維の「ガラクタン」と「ムチン」です。
この２つの成分は免疫力を高め、かぜの予防にもなります。また、胃腸の調
子を整える働きもあり、年末年始のこの時期にはおすすめです。ぬめりを生
かしたり除いたり料理に合わせて下ごしらえをするとよいでしょう。
　しょう油で煮るのが定番ですが、時にはオイスターソース（カキ油）を使っ
て中華風の味を楽しみましょう。

材料（２人分）
里芋…160g　鶏胸肉…120g　干ししいたけ…２枚　サラダ油…大さじ１ 
根しょうが…少々　Ａ【出し汁（または干ししいたけの戻し汁）…１カップ 
オイスターソース…大さじ１　しょう油…小さじ２　ゴマ油…小さじ１】

作り方
①里芋は洗い皮をむき一口大に切り、塩を少々振り軽くもんでから一度ゆ

でこぼす。干ししいたけは水につけ、もどしてから四等分に切る。
②鶏肉は一口大に切り、Ａの調味料をあわせておく。
③鍋にサラダ油を熱し、鶏肉をいため、色が変わったら里芋・しいたけを

加えていため、Ａの調味料を入れ、落し蓋をし中火で約 15 分煮込む。
里芋が柔らかくなったらゴマ油を入れ、器に盛り針しょうがをのせる。

… 芋の中でも低エネルギー …
里芋と鶏肉のオイスターソース煮

栄養成分（１人分）
エネルギー231kcal　たんぱく質14.8g　脂質15.2g 
食塩相当量 1.7g　食物繊維 3.5g　カリウム 512mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成19年 12月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ

茶羅紗地陣羽織　白河集古苑所蔵


